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庭野平和財団 平成 23 年度最終報告書 

 

1. 事業名 

いのちのつながり：中スラウェシ、山の民の文化に学ぶセミナーワークショップの開催 

 

2. 実施団体 

一般社団法人あいあいネット 

 

3. 事業期間 

2011 年 8月 1日～2012 年 11 月 30 日 

※「活動の内容と方法」に記した理由で 3カ月間の事業期間の延長を申請 

 

4. 活動目的    

あいあいネットは、2004 年以来、「いりあい（コミュニティを基盤とした資源の共同管

理）」をキーワードとして、インドネシア・中スラウェシの山村と日本の山村の経験をつな

ぎ、学びあう「いりあい交流」事業を展開してきた。2007 年からは、交流の拠点の一つと

なったトンプ村で、村に伝わる歌や民話、儀礼を、映像・文章・絵の形で記録し、学びあう

活動を実施した。日本の映像記録関係者、NGO、地域研究者、中スラウェシの地元 NGO の若

者たち、村人たちが協働しての作業である。このトンプ村での記録作業から、３本の映像資

料（①森の伐開儀礼、②陸稲の種まき、③陸稲の収穫）と文章と絵による聞き書き資料がま

とめられた。 

 本活動は、これまでの記録作業と学びあいの成果を題材に、山の民の文化を見つめなお

すセミナーワークショップを開催し、中スラウェシの地元政府関係者、NGO、トンプの村人

などと、地元の文化を尊重した地域発展のあり方を議論することを目的とした。参加者の

主体的参加を促すワークショップ形式を取り入れることで、参加者の間から具体的な実践

にむけたアクションプラン（素案）が生まれることを目指した。 

 

5. 活動の内容と方法    

 本事業では、主として、①記録資料の再編集、②インドネシアでの準備会合、③セミナ

ーワークショップにむけた準備作業、④セミナーワークショップの開催、⑤開催後のフォ

ローアップ、⑥日本での成果報告会、を計画・実施した。活動の枠組みに大きな変更はな

いが、以下の二つの理由から、実施日程の変更が生じた。 

 第一に、これまでに蓄積してきたトンプ村での記録資料を一般読者に分かりやすい形に

再編集する作業に予想以上の労力と時間がかかったことである。記録資料はすでに文章化

されていたが、それを一般読者にいかに伝えるか、伝えるべきメッセージの核は何か、記

載内容・記録内容に間違いはないかを再確認し、内容を取捨選択し、再編集するプロセス
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に予想以上の時間を費やすこととなった。とくに、インドネシア側の関係者は、村々で実

践活動に従事してきた NGO の若者とトンプ村の人々であり、文章のとりまとめになれてい

るとはいえない。また、村の芸能や儀礼に関わる事柄の多くは、現地のカイリ語で表現さ

れており、インドネシア語にいかに訳すか、再編集の過程で繰り返し議論が必要となった。 

 これらは立案時点でもある程度想定できる点であり、十分考慮した上で計画立案する必

要があったと思う。しかし、再編集作業は改めて、トンプの村人と関係者の間で、地元の

文化について議論を深め、成果を実践に生かすためのアイディアを交わす、よい機会とな

った。再編集作業を丁寧に進めつつ、セミナー開催に向け、地元政府関係者（パル市教育

局、シギ県観光文化局、地元小学校・高校教員）などとの関係づくりを並行して進めた。 

 第二に、本事業をインドネシア側でとりまとめていた中心人物であるヘダール・ラウジ

ェン氏が 2012 年 7 月 7 日に 51 才で急逝したことである。カイリ族の村々に伝わる文化・

慣習と多様な言語を生活体験として理解しているヘダール氏は、活動に関わる若者、トン

プの村人、政府関係者、日本人関係者をつなぐ要の存在となっていた。ヘダール氏の急逝

により、7 月 19 日に予定していたセミナーワークショップは延期せざるを得ない状態とな

り、活動期間の延長が申請した。関係者との話し合いで、セミナーワークショップは、ヘ

ダール氏の死後 100 日目の法要直後の 10 月 17 日に実施した。 

日程の変更は下表のとおりである。日程の変更に関わらず、目標とする成果が達成でき

るよう、下記のような工夫を試みた。 

 

当初の計画 日程変更後の流れと工夫 

記録資料の再編集（2011 年 5～7月） 

これまでに蓄積された記録資料の再編集し、本と

DVD を作成。作業はインドネシアと日本の関係者が

それぞれ進め、メールなどを通じて検討・調整を行

う。 

記録資料の再編集（2011 年 5～2012 年 6 月） 

再編集作業を丁寧に進め、セミナーワークショップ

開催準備、地元政府との関係構築などを並行する形

で進めた。2012 年 3 月には日本人関係者が渡航し、

映像の字幕の再編集、イラストの修正・追加を話し

合った。 

インドネシアでの準備会合(2011 年 8 月) 

当団体・島上がインドネシアを訪問し、再編集作業

の最終とりまとめとセミナーワークショップ開催

にむけた打ち合わせを行う。主要な地元政府機関と

教育関係者などを訪問。開催までの実施スケジュー

ルと役割分担を確認する。 

インドネシアでの準備会合(2011 年 9 月)  

島上がインドネシアを訪問し、再編集作業の進捗を

確認。インドネシア側関係者と今後の活動日程を話

し合った。 

開催に向けた準備作業（2011 年 9～12 月） 

インドネシアと日本でそれぞれ準備を進め、メール

などで連絡調整を図る。インドネシア→トンプ村で

の話し合い、政府機関・関連団体など話し合い、広

報、準備など。日本→日本での山村文化記録活動の

紹介資料の作成、など） 

開催に向けた準備作業（2011 年 9 月～2012 年 7 月） 

記録資料の再編集作業と並行して、シギ県観光文化

局、シギ県・パル市・ドンガラ県の教育局との関係

づくりを進めた。関係者の話し合いの中から、いく

つかの具体的なアクションプランが生まれた。 
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セミナーワークショップの開催（2012 年 1 月） 

地元政府関係者、教育関係者、関連団体、山村住民

など計 50 名ほどが参加し、アクションプランを議

論し、素案を作成する。 

セミナーワークショップの開催（2012 年 7、10 月） 

セミナーワークショップの開催を予定していた

2012 年 7 月、ヘダール氏が急逝したことから、7月

はトンプ村で成果を共有し議論する小集会にとど

め、セミナーワークショップは 10 月に延期して開

催した。 

開催後のフォローアップ 

インドネシア→アクションプラン素案のさらなる

検討と実施にむけた話し合い。日本→これまでの成

果を日本語でとりまとめる。 

開催後のフォローアップ 

セミナーワークショップの開催が遅れたことから、

準備のプロセスで、政府機関や学校などとの関係構

築と議論を進めた。そのプロセスででてきた幾つか

のアイディアについては、アクションプランとして

検討した。 

日本での成果報告会 

当団体が拠点をもつ川崎市などで成果報告会を開

催する。 

日本での成果報告会（2012 年 9 月） 

2012 年 9 月、当団体の総会の機会に合わせ、成果の

中間報告をおこなった。 

 

6. 活動の実施経過 

 主な活動の経過は下記のとおりである。 

※以下、日本人メンバーのインドネシア訪問時期を目途として記し、その間のメールを通

じたやりとりや、インドネシア側メンバーの動きについては省略した。なお、島上の渡航

費については、2012 年 10 月を除き、科研費および自己資金を活用した。 

 

2011 年 9 月 10～12 日 

当団体・島上が中スラウェシを訪問。特に文章の再編集作業の進捗について確認し、今

後の作業日程について話し合った。イラストを十分活用し、小学校高学年以上であれば読

める平易な文体でまとめること、意味や解釈を外部者が付与するのではなく、トンプの村

人がいかに語り、実践しているかを具体的事実として記録することが編集方針として再確

認・合意された。 

 

2011 年 12 月 21～22 日： 

島上が中スラウェシを訪問。セミナーワークショップの開催時期について話し合った。

再編集の進捗状況と関係者の訪イ可能日程を考慮し、3月に、日本の他のメンバーが渡航し、

本の最終仕上げのワークショップを開催すること、成果発表のセミナーワークショップは 5

月以降に開催することが合意された。また、トンプ村での記録作業の成果が地元学校の教

材・カリキュラムとして活かされる方策について、可能性をはなしあった。その一つとし

て、トンプ村で試みた「聞き書き」の手法が高校の郷土教育で活用される可能性について

議論した。インドネシア側のメンバーが高校教員らに働きかけを開始し、その状況をその

後、メールなどで連絡調整しあった。 
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2011 年 12 月 23～26 日 

ヘダール氏と島上がジョグジャカルタに赴き、出版社と成果出版の形について協議した。 

 

2012 年 3 月 25 日～4月 2日 

トンプでの記録作業に関わってきた日本人メンバーである澤幡正範、岩井友子、島上が

パルを訪問し、成果の最終仕上げのワークショップを行った。具体的には、映像記録への

字幕内容の確認と編集、原稿の読みあわせ、イラストの配置と追加などを検討した。この

プロセスにはトンプ村のリーダー２名も参加し、内容について再確認と議論を行った。 

その後、インドネシア側メンバーは地元政府との関係構築をすすめ、セミナーワークシ

ョップの準備を進めた。その状況をメールで確認しあった。 

 

2012 年 7 月 15～22 日 

7 月 19 日に開催することとなったセミナーワークショップにむけて準備を進めていた 7

月 7 日、インドネシア側の中心人物であるヘダール氏が心臓発作のため急逝した。セミナ

ーワークショップは延期を余儀なくされたが、島上は予定を変更せず、中スラウェシにむ

かった。関係者と話し合い、トンプ村で成果を共有する小集会をまず持つことになった。

村人約 40 名が集まり、完成した 50 冊の本と DVD を配布し、記録作業に関わったメンバー

が、本と映像を題材に自由な議論を促した。年配者らが集まる会合では発言することの少

ない若い世代からも声があがった。ささやかだが、これは注目すべき一つの変化だった。 

・穂刈唄を歌えるようになりたい。教えてほしい（10代女性） 

・村の伝統・慣習は大切にしたいが、学校や教会ではやめるべき風習として教えられるも

のもある。どうしたらよいか。何が正しいのかわからない（10代女性） 

・村の慣習は大切。若い世代に継いでいかなければならない（50～60 代男性） 

・トンプには慣習があることを政府に示し、もう一度「トンプ村」としての認知をえたい

（40代、60 代男性） 

（※トンプ村は自然保護区域に指定されたことから、1970 年に村人全員が強制移住の対象

となり、解散された。現在、村人は麓の二村に分かれて住民登録し、代々暮らしてきた村

に、法的には“不法”居住状態にある） 

 議論となった点については、トンプ村の人々とインドネシア側メンバーがさらに具体的

なアクションについて話し合うこととなった。 

 

2012 年 9 月 22 日 

当団体の総会にあわせ、川崎市内で成果報告会を実施した。ヘダール氏の急逝とセミナ

ーワークショップの延期のため、成果の中間報告という形となった。 
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2012 年 10 月 13～21 日  

 セミナーワークショップは、ヘダール氏の 100 日の法要があけた 10 月 17 日、パル市政

府の協力をえて、市庁舎内の講堂で開催された。島上が中スラウェシを訪問し、このプロ

セスに関与した。セミナーワークショップには、政府機関、住民、大学・高校、NGO、地方

芸能グループなど 80 名あまりが参加した（下表）。セミナーでは、島上が事業の背景につ

いて報告し、記録作業に中心メンバーであるシャハルンがこれまでの学びあいのプロセス

と成果について発表。これをうけて、パル市市長（代理）、国立タドゥラコ大学講師、地

元 NGO、ジャワ島に在住する在野の知識人らがディスカッサントとしてコメントした。農

村・教育分野の実践家として知られるルム・トパティマサン氏をファシリテーターとして、

会場参加者からの発言を促し、議論を進めていった。 

今後にむけて必要なアクションとして提案されたのは、カイリ語をはじめとする地方語

教育の強化、大学のフィールド教育の充実、NGO 実践家が村人の文化・慣習に理解を深める

こと、小・中・高校の郷土教育プログラムの充実などである。 

当初、セミナーの後半では、グループディスカッション形式のワークショップを想定し

ていたが、話し合いは全体セッションの中で進め、提起されたアクションについては、個

別に関係機関と案を詰めていく形をとった。とくに、郷土教育プロクラムの充実に関して

は、セミナーワークショップの準備段階から、インドネシア側メンバーが、パル市、シギ

県、ドンガラ県の教育局および高校と議論を開始し、セミナー開催後、個別に具体的なア

クションプランをつめていった。 

 

また、インドネシア側メンバーの自主的な活動として、セミナーワークショップの終了

後の夜、パル市周辺の地方芸能グループがそれぞれの地域の歌、踊りを披露する地方芸能

の交流の夕べが持たれた。これは、中スラウェシの農山漁村の文化と尊厳を守る活動を実

山の民の文化に学ぶセミナーワークショップ参加者（10 月 17 日） 

●政府機関 

 パル市政府 

 シギ県政府 

 シギ県観光文化局 

 シギ県県議会議員 

 中スラウェシ州歴史文化研究所 

 中スラウェシ州地方図書館 

 中スラウェシ州博物館 

 バル・ポソ流域管理事務所 

●教育機関 

 国立タドゥラコ大学教員 

 大学生 

 パル第五高校教員・生徒 

  大学自然愛好会 

●住民 

 トンプ村代表 

 ロル村村長・住民 

 サレナ村住民 

 リンボロ村住民 

●住民団体 

 ボホトコン農漁民団体 

 都市部農民フォーラム 

 森林区域住民フォーラム 

●地方芸能グループ 

 中スラウェシ芸術協会 

 トルルパ 

 プダティ 

 バヌアタブラ、他 

●NGO 

 Bantaya  

Awam Green 

 Jalin 

  地球の友 

 JATAM 

  LIBU 

  Yayawan Merah Putih 

  Yayasan Tanah Merdeka 

  Kontras Sulawesi Tengah 

  SPKH HAM 

  AMAN Sulawesi Tengah 

  YPPMA Sulawesi Tengah 

  INSIST、他 
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施してきたヘダール・ラウジェン氏を追悼する集いでもあった。トンプ村での取り組みが

紹介されるとともに、各地で地方芸能に関心を持つ若者や子供たちがそれぞれの活動成果

を披露しあった。 

 

7. 活動の成果    

本事業は、セミナーワークショップの準備、開催、フォローアップのプロセスを通じて、

下記の成果が生まれることを短期的目標としてあげた。 

 トンプの村人が自らの文化を見つめ直し、誇りを取り戻す契機となる。 

 中スラウェシの州都に暮らす人々（特に地元政府関係者、教育関係者）が山村の文化

についての理解を深め、地元の文化を尊重し、次世代につなぐ意義が再認識される。 

 山村文化を次世代につなぐ活動を進めている日イの実践者間の交流と協力が深まる。 

 セミナーワークショップ参加者の間から、アクションプランの素案が生まれる。 

 先述のように、本の再編集作業に想定以上の時間がかかり、日程変更が必要となったが、

再編集の過程で関係者との議論や関係づくりを進めるなどの工夫をし、目標とした成果は

達成しえたと考えている。具体的には次の点があげられる。 

 第一に、『トンプの人々の世界』と題した本と映像記録 DVD が、中スラウェシの実践者、

村人、日本人が協働する形でとりまとめられ、出版されたことである（初版として 1000 部

を印刷）。中スラウェシはインドネシアでも文化的多様性が高い地域であるが、山の民の

暮らしや文化を平易な言葉で綴った一般書は皆無に等しい。国内外の人類学者らが学術書

として出版したものがあったとしても、それが地元の人々に読まれることは少なく、まし

てや、各地で消えゆきつつあるカイリ語の労働歌や儀礼歌を文章と映像で記録したものは

非常に少ない。『トンプの人々の世界』は 79 頁の薄い本として編集されたが、研究者・実

践者・教育関係者らの間で予想以上に高い評価をえた。全国紙ビジネス・インドネシアの

書評欄で取り上げられた他（添付資料）、本の存在・評価がソーシャル・メディア（facebook）

を通じて拡がっていった。本の執筆と

映像記録にあたったのは中スラウェ

シの町に暮らす 20～30 代の若者たち

であり、若者たちが山の民の文化に学

び、記録する意義、そしてその成果を

発信する一つのあり方を提示できた

のではないかと思う。 

 第二に、地元高校の郷土教育カリキ

ュラムに、農山漁村での「聞き書き」

の手法を取り入れる可能性（アクショ

ンプラン）を、地元の教育局関係者や

関心を持った高校教員らと検討する

作業がはじまったことである。「聞き

『トンプの人々の世界』 

2012 年 6 月、INSIST Press、79 頁、インドネシア語 

 

目次 

・はじめに ～学ぼう、罰があたらぬように～ 

・近くて遠い、山の村 

・自然と人間 

・星を読む 

・暮らしの領域 

・崇高なる稲 

・焼畑と稲 

・収穫 

・伝統的家屋 

・暮らしと人々のつながり 

・トンプの儀礼：メブイとヴンジャ 

・おわりに ～トンプが教えてくれたこと～ 

映像 DVD：伐開の儀礼、陸稲の種まき、陸稲の収穫 
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書き」はトンプ村の記録作業でも一部取り入れた手法であり、日本では過去 10 年あまり、

「森の聞き書き甲子園」という事業枠組みで高校生が主体的に参加する活動として全国的

な拡がりをみせている。トンプ村での記録作業のような活動を学校教育に導入することは

難しいが、「聞き書き」といった形に絞り込めば、カリキュラムに取り込まれる可能性は

高い。インドネシア側メンバーは、セミナーワークショップの準備に並行して、教育局関

係者や地元高校教員への働き掛けをはじめた。セミナーワークショップには「聞き書き」

に関心をもったパル第五高校の教師と生徒も参加した。その後の話し合いを経て、現在、

日本の高校生や行政との交流も視野にいれる形で、アクションプランが練られつつある。 

 第三に、トンプ村の存在に対する行政の注目が高まるとともに、トンプの人々の間から

「トンプ村」として政府の認知を受けようとする努力が具体化したことである。シギ県観

光文化局は、トンプの慣習・文化に関心を示し、トンプ村を「観光文化村」とする計画を

村人に投げかけている。村人は、こうした政府からの注目をうまく活かし、記録作業に関

わったシャハルンとともに、行政村としての認知をうけるための請願書をつくり、県に提

出した。セミナーワークショップに参加したシギ県関係者とも個別に交渉がすすめられて

いる。セミナーワークショップの直接的な成果とはいえないが、きっかけの一つを提供し

たといえるだろう。 

 

8. 今後の課題 

 以上のように、セミナーワークショップの準備と開催をきっかけにいくつかのアクショ

ンが動きだしつつある。すなわちね①地元高校での「聞き書き」の実施と郷土教育カリキ

ュラムへの導入に向けた取り組み、②トンプ村の行政村としての認知と自治の強化に向け

た活動、などである。これらを具体化させていくことが当面の課題である。 

①に関しては、関心を示したパル市およびドンガラ県の計 4 校 4 名の教師たちを核とし

て、すでに具体的なアクションプランが練られつつある。特にパル市教育局は、農山漁村

に受け継がれてきた暮らしの技や知恵を高校生たちが「聞き書き」を通して学ぶという取

り組みに強い関心を示し、2013 年には市が予算を割いて日本に視察することが検討されて

いる。インドネシア側のイニシアティブを尊重しながら、パル市を足がかりに周辺のシギ

県やドンガラ県での展開の可能性も探っていきたい。 

②に関しては、トンプの人々はすでに行政村としての認知を得るための請願書をシギ県

政府に提出し、その結果をまっている状況にある。行政村としての認知を得られたとして

も、森と共存する生業はいかに可能か、村の文化・慣習を若い世代はどう受け継いでいく

のか、自治を強めていくためには課題も多い。これまでのトンプでの記録作業は、トンプ

の村人との協働作業ではあるものの、学びの主体となったのは、主に中スラウェシの都市

部に暮らす若者や実践者であった。今後、トンプが自治の力を強めていくためには、村人

自身が学びの主体となるような活動が必要となるだろう。これまでのトンプ村での活動の

インパクトを村人とともに検証しつつ、村人がより主体となる学びのあり方を模索してい

きたいと考えている。 
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添付資料１： 

ビジネス・インドネシア紙、2012 年 10 月 21 日掲載 
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添付資料 2:活動のプロセス 

 

 

再編集ワークショップ（2012 年 3 月、パル市内にて）。 

 

再編集作業は深夜 12 時過ぎまで続いた（2012 年 3 月）。 
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イラストの指導にあたった岩井友子さんと打ちあわせるヘダールさん（2012 年 3 月） 

 

  

トンプ村のラングさん（左写真の右側、右写真の左側）に意味と内容を確認する（2012 年 3 月）。 
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パル市政府が市庁舎一室で開催されたセミナーワークショップ（2012 年 10 月）。 

 

 

地元政府関係者、大学教員、NGO、村人、高校生など 80 名あまりが集った（2012 年 10 月） 

、 
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ディスカッサントからのコメント（2012 年 10 月） 

 

 

会場からの発言（2012 年 10 月） 

 



庭野平和財団 平成 23 年度最終報告書コード番号 11-A-039 

一般社団法人あいあいネット 

13 

 

 

トンプ村の他、周辺の村々からも村人が参加し、発言した（2012 年 10 月） 

 

 

中スラウェシの村々に伝わる民俗音楽を掘り起こし、現代風にアレンジして演奏しているグループ。 

セミナーワークショップでは、トンプの穂刈唄を題材にした歌を披露した（2012 年 10 月） 
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セミナーワークショップの夜、開かれた地方芸能、交流の夕べ（2012 年 10 月） 

 

パル周辺の子供たちのグループも演奏し、交流した（2012 年 10 月） 


